
よ

き

師

よ

き

友

有

朋

自

遠

方

来

不

亦

楽

乎

～

友

遠

方

よ

り

来

る

ま

た

楽

し

か

ら

ず

や

～

（

富

士

見

ゲ

ー

ト

学

生

ホ

ー

ル

掲

示

）

（

飯

田

橋

駅

か

ら

の

母

校

ボ

ア

ソ

ナ

ー

ド

タ

ワ

ー

を

望

む

）

石

川

正

彦

氏

・

画

（

昭

和

四

四

年

経

済

学

部

卒

）

令

和

四

年

の

新

年

会

会

場

で

「

市

ヶ

谷

駅

方

面

か

ら

の

母

校

」

の

絵

と

合

わ

せ

実

物

を

展

覧

の

予

定

で

す

。

○

○

○

■

新

潟

支

部

主

管

「

県

校

友

会

」

役

員

人

事

決

ま

る

□

法

政

大

学

新

潟

県

校

友

会

は

令

和

三

年

五

月

よ

り

長

岡

地

域

と

上

越

地

域

の

主

管

（

各

三

年

）

を

経

て

新

潟

地

域

支

部

の

主

管

と

な

り

ま

し

た

。

役

員

人

事

は

次

の

通

り

で

す

。

▽

会

長

宮

下

好

文

（

新

潟

支

部

会

長

）

▽

副

会

長

新

潟

支

部

を

除

く

九

支

部

の

各

会

長

▽

幹

事

長

小

林

保

夫

（

新

潟

支

部

幹

事

長

）

▽

事

務

局

長

市

川

正

和

（

新

潟

支

部

事

務

局

長

）

▽

会

計

監

事

白

勢

恵

子

（

新

潟

支

部

副

会

長

）

同

西

方

晃

（

新

潟

支

部

幹

事

）

以

上

で

す

。

ど

う

ぞ

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。

□

「

箱

根

駅

伝

」

へ

新

潟

か

ら

力

強

く

応

援

だ

！

■

恒

例

の

箱

根

駅

伝

に

向

け

、

我

が

法

政

大

学

駅

伝

チ

ー

ム

も

満

を

持

し

て

出

場

し

ま

す

。

残

念

な

が

ら

二

一

年

初

の

駅

伝

は

一

七

位

と

シ

ー

ド

権

こ

そ

逃

が

し

ま

し

た

が

、

同

年

十

月

の

予

選

会

で

は

六

位

と

ま

ず

ま

ず

の

成

績

で

し

た

。

坪

田

智

夫

駅

伝

監

督

は

「

目

標

の

五

位

以

内

に

食

い

込

み

、

皆

さ

ん

の

期

待

に

応

え

た

い

で

す

」

と

話

し

て

い

ま

す

。

エ

ー

ス

の

鎌

田

航

生

（

四

年

）

は

こ

の

春

の

学

生

ハ

ー

フ

マ

ラ

ソ

ン

で

優

勝

し

て

お

り

「

皆

さ

ん

が

驚

く

よ

う

な

走

り

を

し

た

い

」

と

意

気

込

む

。

チ

ー

ム

は

七

月

～

九

月

に

か

け

本

県

の

妙

高

市

や

長

野

県

上

田

市

で

強

化

合

宿

し

ま

し

た

が

、

県

校

友

会

と

し

て

上

越

支

部

の

協

力

も

得

て

“

激

励

”

の

差

し

入

れ

を

行

い

ま

し

た

。

○

○

▼

コ

ロ

ナ

禍

が

災

い

「

二

〇

二

一

年

の

支

部

活

動

状

況

」

△

〈

一

月

一

六

日

〉

支

部

新

年

会

中

止

〈

四

月

一

六

日

〉

春

季

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

〈

五

月

〉

県

及

び

支

部

総

会

止

む

無

く

中

止

で

書

面

郵

送

に

よ

る

総

会

案

件

議

決

〈

十

月

七

日

〉

秋

季

ゴ

ル

フ

コ

ン

ペ

〈

一

一

月

五

日

〉

支

部

役

員

会

☓

☓

▽

新新新新

シシシシ

リリリリ

ーーーー

ズズズズ

「「「「

大大大大

学学学学

時時時時

代代代代

のののの

思思思思

いいいい

出出出出

」」」」

がががが

スススス

タタタタ

ーーーー

トトトト

▲

上

段

に

あ

る

よ

う

に

、

新

潟

支

部

会

員

の

“

思

い

出

”

シ

リ

ー

ズ

を

随

時

掲

載

し

ま

す

。

第

１

号

は

田

部

典

子

さ

ん

で

す

。

実

は

既

に

保

坂

大

成

さ

ん

か

ら

も

原

稿

を

頂

い

て

い

た

の

で

す

が

、

ス

ペ

ー

ス

の

都

合

で

次

回

に

。

す

み

ま

せ

ん

。
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一

年

生

の

秋

、

そ

れ

ま

で

属

し

て

い

た

文

化

人

類

学

研

究

の

サ

ー

ク

ル

を

辞

め

、

山

登

り

の

ク

ラ

ブ

に

入

部

し

た

。

そ

の

名

を

W
S
V
(

ワ

ン

ダ

ー

シ

ュ

ポ

ル

ト

フ

ェ

ラ

イ

ン

）

顧

問

で

ド

イ

ツ

語

の

教

授

だ

っ

た

山

本

太

郎

先

生

が

付

け

て

く

だ

さ

っ

た

名

前

で

、

山

歩

き

同

好

会

と

い

う

意

味

ら

し

い

。

最

初

の

合

宿

は

三

月

の

北

八

ヶ

岳

、

い

き

な

り

雪

道

を

歩

い

た

。

一

年

生

の

荷

物

は

と

に

か

く

重

く

、

登

り

で

は

へ

ば

っ

て

く

る

と

顔

が

地

面

に

着

く

程

前

か

が

み

に

な

っ

て

歩

い

た

。

夏

合

宿

で

は

十

日

以

上

山

で

過

ご

す

こ

と

が

あ

り

、

仲

間

と

二

十

四

時

間

ず

っ

と

一

緒

の

生

活

が

続

い

た

。

台

風

の

中

一

歩

も

進

め

ず

、

潰

さ

れ

そ

う

な

テ

ン

ト

を

一

緒

に

押

さ

え

な

が

ら

一

日

過

ご

す

こ

と

も

あ

っ

た

。

苦

楽

を

共

に

過

ご

し

た

仲

間

と

は

、

今

で

も

兄

妹

の

よ

う

に

仲

が

良

い

。

心

か

ら

『

宝

物

』

と

思

え

る

。

私

の

大

学

時

代

の

思

い

出

は

、

山

登

り

の

仲

間

と

過

ご

し

た

い

っ

と

き

一

時

で

満

た

さ

れ

て

い

る

。

（

田

部

典

子

昭

和

六

一

年

文

学

部

卒

）

大

学

時

代

の

思

い

出

新

潟

支

部

の

案

内

や

連

絡

は

こ

れ

ま

で

ア

ナ

ロ

グ

中

心

で

し

た

が

、

校

友

会

本

部

及

び

県

校

友

会

、

長

岡

・

上

越

・

新

潟

各

支

部

と

も

に

デ

ジ

タ

ル

化

が

大

幅

に

進

ん

で

い

ま

す

。

卒

業

生

が

ふ

ら

り

と

新

潟

に

来

て

も

大

丈

夫

。

パ

ソ

コ

ン

は

勿

論

、

ス

マ

ホ

か

ら

で

も

ア

タ

ッ

ク

し

て

み

て

く

だ

さ

い

ネ

。


